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ABBF第40回北海道ブロック選手権

ＡBBF第50回東北ブロック選手権

ABBF第50回北関東ブロック選手権
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ABBF第50回南関東ブロック選手権

ABBF第50回東海ブロック選手権

ABBF第50回北信越ブロック選手権

ABBF第50回関西ブロック選手権　

ABBF第43回四国ブロック選手権

NBF第51回全日本トリオフェスティバル

ABBF第50回九州四国ブロック選手権 

2024宮崎プロアマオープン

ラウンドワンGCB2024予選ラウンドD

𠮷川高広税理士事務所プレゼンツ男子プロT/M

帯広スズランボウル（北海道）

コロナキャットボウル仙台（宮城）

パークレーン高崎（群馬）

フジ取手ボウル（茨城）

東大和グランドボウル（東京）

藤枝グランドボウル（静岡）

ラウンドワン新潟店（新潟）

青山スポーツガーデン（兵庫）

坂出中央ボウル（香川）

稲沢グランドボウル（愛知）

リネア24（広島）

宮崎エースレーン（宮崎）

ラウンドワン浜大津アーカス店（滋賀）

サンスクエアボウル（東京）

開催日   大会名　　 　　  開催センター

▲昨年度ポイント、アベレージ2冠の山
本（左）と、史上最年少3冠女王の中島

▲参加者は名店のコース料理を堪能

▲（左）渡辺選手は現・全日本ナショナルチームメンバーで2019、21年の全日
本選手権覇者。他にも多くの全国大会で優勝経験のある実力者だ（右）太選
手は昨年のNHK杯（全日本選抜選手権）覇者。22年のJLBCプリンスカップで
は総合6位でベストアマに輝いている

ジャパンレディースボウリングクラブ（JLBC／石井利枝会長）主催のJPBA承
認大会「2024JLBC九州フェスティバル」が4月19日、宮崎エースレーンにて
昨年に引き続き開催される。出場枠は120名で、競技は4Ｇのトータルピン勝
負（H/Cあり）。表彰は男女別に行われ、女子の上位14名には翌日から2日間、
同所で5年ぶりに開催される「2024宮崎プロアマオープン」（B公認）への出場資
格が与えられる。

●2024JLBC九州フェスティバル短信

第62回男子・第56回女子プロボウラー資格取得テスト

▲昨年のJPBA決勝大会は中島瑞葵（左）と谷合貴志が制し
たが、FINAL優勝はならなかった

恒例のスポンサー感謝の集いを開催

(公社)日本プロボウリング協
会（JPBA）は3月6日、都内目
黒区のレストラン「ジョエル・
ロブション」に、トーナメント
開催をはじめプロボウリングを
支援するスポンサーやマスメ
ディア、業界関係者らを招き、
恒例の『JPBAスポンサー感謝
の集い』を開催した。
主催者あいさつで谷口健会
長は、1月に行われたio.LEAG
UEについて「上々のスタートが

切れたと思います」と述べる一
方で、業界の外へ向けてのア
ピールについて課題も口にして
いた。
また会の最後には、昨年度の
年間表彰が行われ、男子賞金ラ
ンキング1位の川添奨太は体調
を崩して出席できなかったが、
ポイント、アベレージ2冠の山
本勲、そして女子は史上最年少
で3冠に輝いた中島瑞葵が表彰
を受けた。

JPBAの2024年度「第62回
男子・第56回女子プロボウ
ラー資格取得テスト」は、3月
22日に申請書の受け付けが締
め切られ、今年度の受験者は男
子53名、女子22名の計75名
となった。
今号の発行時にはすでに始

まっている第1次実技テスト（4
月9～12日、愛知・稲沢グラン
ドボウル）の免除者は男子10
名、女子6名で、うち女子の渡
辺莉央、太琳華両名は所属団体
の(公財)全日本ボウリング協会

（JBC／4月1日よりJB＝
JAPAN BOWLINGに改称）か
らの推薦状を得て1次免除と
なった。
なお、第2次実技テストは4
月23・24日、京都・MKボウル
上賀茂及び5月13・14日、東
京・品川プリンスホテルBCに
て実施され、合格者は5月15
～18日の4日間、東京ポート
ボウルにて行われる研修会及び
第3次テスト（面接・身体検査・
筆記試験）を経てライセンス交
付を受ける。

JPBAが主催し、株式会社ラウン
ドワンが特別協賛するビッグトーナ
メント「ラウンドワングランドチャン
ピオンシップボウリング2024」の
JPBA予選ラウンドは、3月までに3
大会を消化。レギュラー部門では下
記のプロ（男子18名、女子21名）が
JPBA決勝大会（10月18・19日、大
阪・ラウンドワン堺中央環状店）の
出場権を獲得している。
《男子》藤川大輔／原口優馬／甘糟翔

太／玉井慎一郎／ロバート・リー／
津島悟志／岩切稔純／木村晃／髙橋
俊彦／内藤広人／斉藤征哉／太田貴
久／平山陽一／佐藤貴啓／太田隆昌
／道菅真／吉田文啓／伊吹太陽
《女子》本間成美／坂倉凛／小林よし
み／鶴井亜南／今井双葉／堀井春花
／三浦美里／土屋佑佳／渡辺けあき

／大久保咲桜／秋光楓／清水弘子／
尾上萌楓／岩見彩乃／坂倉にいな／
板倉奈智美／緒方彩音／前屋留美／
小池沙紀／新舎菜々美／緒方美空
なお男子24名・女子18名の今年
度シードプロ（前回 FINAL覇者の川
添奨太、名和秋を含む）には、あら
かじめ出場権が与えられている。

男子53名・女子22名が受験申請

JPBA決勝大会進出決定者ROUND1 GRAND CHAMPIONSHIP2024
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益田隆司プロ（27期／ライセンス№
643）が3月23日に亡くなった。享
年68。3月31日～4月1日には神奈
川県茅ケ崎市の湘和会堂茅ケ崎にて
通夜・告別式がしめやかに営まれた。
益田プロはデビュー19年目の

2006年、「第17回日本シニアチャン
ピオン」で待望の初勝利を飾ると、
09年の同大会で2度目の優勝。11年

にはレギュラーツアーの「RUUND1 
CUP2011」を制し、翌12、13年に
は「プロボウリングマ
スターズ」で連覇を果
たすなど、通算5勝を
すべてシニアになって
から挙げた“超遅咲き”
のプロだった。謹んで
故人のご冥福をお祈り
いたします。

訃報 益田隆司プロが死去
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